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平成27年５月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

  

当社は、平成26年７月15日に公表しました平成27年５月期第２四半期連結累計期間の業績予想値

と本日開示の決算値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

また、併せて平成26年９月26日に公表いたしました平成27年５月期の通期業績予想を下記の通り

修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成27年５月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異 

  （平成26年６月１日～平成26年11月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

19,400 

百万円 

280 

百万円 

290 

百万円 

170 

円 銭 

20.32 

今回実績（Ｂ） 19,267 371 425 298 35.70 

増減額（Ｂ-Ａ） ▲133 91 135 128  

増減率（％） ▲0.7 32.5 46.6 75.3  

（ご参考）前期実績 

（平成26年５月期第２四半期） 
19,783 344 358 216 25.92 

 

２．業績予想の修正について 

平成27年５月期通期連結業績予想数値の修正（平成26年６月１日～平成27年５月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

38,600 

百万円 

450 

百万円 

460 

百万円 

480 

円 銭 

57.38 

今回修正予想（Ｂ） 38,600 460 510 550 65.75 

増減額（Ｂ-Ａ） 0 10 50 70  

増減率（％） － 2.2 10.9 14.6  

（ご参考）前期実績 

（平成26年５月期） 
39,242 514 545 342 41.00 
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平成27年５月期通期個別業績予想数値の修正（平成26年６月１日～平成27年５月31日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

10,300 

百万円 

290 

百万円 

170 

円 銭 

20.32 

今回修正予想（Ｂ） 10,400 430 300 35.86 

増減額（Ｂ-Ａ） 100 140 130  

増減率（％） 1.0 48.3 76.5  

（ご参考）前期実績 

（平成26年５月期） 
10,152 296 176 21.04 

 

３．差異及び修正の理由 

（１）第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績値の差異について 

売上高につきましては、不織布事業におけるエレクトロニクス分野やコスメティック分野向けの

出荷が国内・海外ともに好調であったものの、家庭紙・日用雑貨事業における減収の影響により前

回予想を下回ることになりました。家庭紙・日用雑貨事業における減収の主な要因は、消費税率引

き上げに伴う駆け込み需要があったものの、その後の反動による消費低迷の長期化や顧客である小

売業の再編等により商流の一部で変更が行われたことなどによる販売数量減であります。 

利益面につきましては、不織布事業の販売が好調であったことと、為替相場の変動による為替差

益や厚生年金基金解散に伴う追加拠出金が回避できる見通しになったことに伴い、厚生年金基金解

散損失引当金戻入額を特別利益に計上したことにより、当初予想を上回ることになりました。 

 

（２）業績予想の修正について 

①連結 

売上高につきましては、家庭紙・日用雑貨事業における減収が見込まれるものの、不織布事業に

おいて国内・海外ともに引き続き販売数量の増加が見込まれるため、前回予想と同額の見通しとな

りました。 

利益面につきましては、「（１）第２四半期（累計）連結業績数値と実績値の差異について」と

同様の理由により、前回予想を上回る見通しではありますが、家庭紙・日用雑貨事業において引き

続き販売数量減が予想されるため、第２四半期（累計）連結業績と比べ、増減率が小さくなってお

ります。 

 

②個別 

売上高につきましては、不織布事業におけるエレクトロニクス分野やコスメティック分野向けの

出荷が国内・海外ともに好調であることなどにより当初予想を上回る見通しとなりました。 

利益面につきましては、「（１）第２四半期（累計）連結業績数値と実績値の差異について」と

同様の理由により、当初予想を上回る見通しとなりました。 

 

＊本資料に掲載した予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 
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